
1 ホームの安全対策

安全運行のための設備と管理04

列車接近警告表示・警告放送装置

列車が駅に接近した時に、音声･音響･表示などにより、
列車の接近をより明確にお客様にお知らせします。

列車非常停止ボタン

お客様が軌道内に転落され
るなど、緊急の場合にボタ
ンを押すと、駅直近の信号機
を停止信号にし、運転士に
異常を知らせるとともに、
ATSブレーキを自動的に動
作させます｡また、ホーム上
の警報ランプの点滅と、警
報ブザーの鳴動により、乗
務員や駅係員に対して異常
の発生を知らせます。

CPライン・内方線付点状ブロック

CPラインは、視覚的･心理的 
にホーム先端部の危険性を
認識していただき、ホーム内
側への歩行を促すものです。
また、点状ブロックには、ホー
ムの内側を示すために内方
線を設けています。

ⒶCPライン
Ⓑ内方線付点状ブロック

くし状ゴム

列車とホームの 間が広い乗降位置に設置することで、
お客様の転落防止を図っています。
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当社では、鉄道駅バリアフリー料金制度を活用し、全駅にホーム柵（可動式または固定式）の導入を進めています。

可動式ホーム柵

ホーム柵

お客様のホームからの転落や、通過列車との
接触を物理的に防ぎます。また、列車がホーム
にいるときはお客様の乗降状態を、扉が閉
まった後は列車とホーム柵の間に取り残され
たお客様がいないかを３Dセンサで検知して
乗務員に知らせることで、安全性を高めています。

センサ付きホーム固定柵(4両編成以下の支線区間)

乗降口以外には固定柵を設置し、柵のない箇所に設けたセンサの検知状況に応
じて音声警告を流すことで、お客様のホームからの転落リスクを低減しています。
また、列車がホーム
にいるときは、お客
様の乗降状態や閉
扉後の扉付近にお
客様がいないこと
をセンサにより確
認して乗務員に知
らせることで、安全
性を高めています。

05

お客様からのご質問にお答えします

駅員さんがホームで手を挙げているのはなぜですか？

列車の扉操作は、最後尾に乗る車掌がお客様の乗り降りが完了したことやホームの安全を確認して行って
いますが、ラッシュ時等ホーム上にお客様が多い際には、駅員がお客様の乗降等を確認することもありま
す。そのような場合には、駅員が自らの確認範囲を見たうえで、後方の係員や車掌に対して手を挙げて合図
を送ります。車掌や運転士といった乗務員だけではなく、駅員も連携して安全運行に努めています。万一の
事故を防止するため、駆け込み乗車やホームの端を歩くことはご遠慮ください。
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ホーム柵設置状況
可動式ホーム柵設置駅（一部含）
可動式ホーム柵2026年度設置予定駅
センサ付ホーム固定柵設置駅
センサ付ホーム固定柵2026年度設置予定駅

ホーム状態表
示灯

停車位置確
認標(電照式)

乗降表示灯 センサポール 定位置停止検
知センサ

車両扉開閉
検知センサ

停車位置確認標 乗降表示灯 センサポール

運転台側

アクシデント合図器

ホーム状態表示灯 車両扉開閉検知センサ

3Dセンサ
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2 踏切の安全対策

全方位型・両面型せん光灯
踏切警報機の視認性向上を目的として、カラーユニバーサルデ
ザイン対応の全方位型、両面型せん光灯の設置を進めています。

01

遮断かんタレ帯
全ての遮断かんに取り付けた帯状のもので、蛍光反射素材によ
り踏切遮断状態の視認性を向上しているほか、遮断かん下のく
ぐり抜け行為の抑止を図っています。

02

スリット式遮断かん
歩行者が踏切内に取り残された際に、
遮断かんが短い踏切においては、遮断
かんが固く、持ち上げて退出することが
難しいことから、容易に持ち上げて踏切
外に退出しやすいように、簡単に折れ曲
がり、復元するスリット式遮断かんを設
置しています。

03 踏切非常通報装置
踏切における異常の発生を運転士
に知らせるための設備です。異常
を発見された方がボタンを押すこ
とにより、踏切直近の信号機を停
止信号にして、運転士に異常を知
らせるとともに、ATSブレーキを自
動的に動作させます。全ての踏切
に導入しています。

05

踏切未降下検知装置
警報を開始した後、一定の時間
を経過しても踏切が遮断動作を
開始していない場合、踏切直近
の信号機を停止信号にすること
で運転士に異常を知らせるとと
もに、ATSブレーキを自動的に動
作させます。全ての踏切に導入し
ています。
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光電方式（線検知式）
踏切障害物検知装置

踏切内に取り残された自動車を検知す
ると、踏切直近の信号機を停止信号に
して、運転士に異常を知らせるとともに、
ATSブレーキを自動的に動作させます｡
自動車が通行できる全ての踏切に設置
しています。検知方式には、光電方式と
レーザレーダ方式があります。当社で
は、自動車の検知に限定された既存の
光電方式から、人や車いすなども検知
できる可能性のあるレーザレーダ方式
への更新を進めています。

06
レーザレーダ方式（空間検知式）

【2025年度末時点】32箇所に設置済み

立体交差事業の推進

淡路駅付近連続立体交差工事・摂津市駅付近連続立体交差工事を進めています。

摂津市駅部現況写真

2025年度は、下新庄駅付近での仮線切替が完了し、高架橋
の構築や駅工事などを進めています。

2026年1月から鉄道工事に着手し、工事用の仮囲いフェンス
の設置などの準備工事を進めています。

京都線・千里線淡路駅付近における連続立体交差工事は、
事業延長が7.1kmで、淡路駅、崇禅寺駅、柴島駅、下新庄
駅の4駅を高架化し、17箇所の踏切を廃止する予定です。

京都線摂津市駅付近における
連続立体交差工事は、事業延
長が2.1kmで、摂津市駅を高
架化し、5箇所の踏切を廃止す
る予定です。

事業延長 2.1km
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列車検査、状態・機能検査

各車庫において、10日を超えない期間ごとに列車検査を実
施し、ブレーキ装置、制御装置などの主要部分を点検しま
す。また、3ヵ月を超えない期間ごとに状態･機能検査を実
施し、各機器の状態・機能の動作を目視によってチェックし
ます。

連結面間
転落防止装置

ホームのお客様が、誤って車
両の連結部から軌道内に転落
することを防止するため、車両
の連結部には｢連結面間転落
防止装置｣を設置しています。

3 車両の安全対策
車両の検査

非常通報装置
車内で急病人や非常事態などが発生した場合に、お客様
から乗務員に通報できるよう、全車両に非常通報装置を
設置しています。また、新造車両や大規模改造を行った
車両には、直接、乗務員と通話ができる非常通話装置の
設置を進めています。

01

大型袖仕切り・縦手すり
万が一の急ブレーキ時に、お客様の転倒等を防止するため、
1000系及び1300系以降の車両では座席端部の袖仕切り
を大型に改良するとともに、縦手すりを設置しました。

02

脱線事故など反対線路を支障するような緊急時において、
周辺の列車を停止させることで二次災害を防止します。 
乗務員が運転台に設置されたボタンを押すと、非常信号
をのせた電波が発信されます。この電波を受信した周辺
の列車では運転台でブザーが鳴動し、運転士が列車を緊急
停止させます。

防護無線装置03

05

重要部検査、全般検査

正雀工場と各車庫では、4年または走行距離が60万kmを
超えない期間のいずれか短い期間ごとに、主電動機、走行
装置、ブレーキ装置など重要な装置の主要部分をチェック
する重要部検査と、正雀工場では、8年を超えない期間ご
とに車両全般をチェックする全般検査を実施しています。

04

02

01
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車両の新造および大規模改造

2025年度　2000系・2300系の導入を進めました。

お客様が座席から立ち上がりやす
くするとともに、立っているお客様
の安全性をより向上させるため、
ロングシート座席中間部に握り棒
を設置しました。

既存車両の大規模改造工事を
進めました。

当社では、既存車両の大規模改造工
事を実施し、制御装置やブレーキ装
置の更新等により、安全性の向上を
図っています。2025年度は、京都線の
9300系3編成に対して実施しました。

新型車両では、安全性を向上させるため、各種設備を新設・改良しています。

01

バリアフリー設備を充実させました。04

犯罪・迷惑行為の抑止や事故発
生時の状況確認のため、車内防
犯カメラ・前方カメラを設置しま
した。

02

事故発生時の被害を軽減するた
め、車体正面の強度やガラスの
耐貫通性能を向上させました。

03

Ⓐ車いすスペースを拡大しました。 
   （先頭車両のみ）
Ⓑ車いす固定具を設置しました。
Ⓒ壁面の手すりを２段に変更しま
した。
Ⓓ非常通話装置を車いすスペース
部に移設しました。
Ⓔ車いすスペース・優先座席付
近の吊り手の高さ、色を変更し
ました。

お客様からのご質問にお答えします

防犯カメラが付いている車両が増えてきましたが、画像はどのように使用されますか?

防犯カメラは、車内で万一のトラブルや事故が発生した際に、その状況を正確・迅速に把握するために活用
しています。当社のカメラは通信機能を有しており、万一の際、列車の運行状況を監視している指令所等の
遠隔地からリアルタイムで車内の状況を把握できます。2026年7月1日現在、約64%の車両に設置しており、
2027年度末までに全車に設置完了する予定です。なお画像データは当社のプライバシーポリシー(※)に則
り、適切に取り扱っていますので、安心してご乗車ください。
※ https://www.hankyu.co.jp/company/privacy.html

D
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4 施設・設備の安全管理

信通検測車
列車の安全運行を守る保
安設備の検査（信号・踏切
などのデータ測定、レール
に流れるATS信号の測定）
や補修時に使用します。

架線作業車
列車や駅設備などに電気を供
給する電力線路設備の保守
検査や補修時に使用します。

電気設備の検査や保守に使う車両

電気設備の検査

信号保安設備、踏切保安設備や列車無線などの保安設備は列車運行の安全を
確保するために欠かせません｡また、電力線路設備、変電所設備は電力会社から
受けた電力を列車、信号機、踏切や駅などへ供給しており、いずれも昼夜問わず
正常な動作が求められています。教育や訓練を積み重ねた社員が確実な点検を
行い、輸送の安全を確保しています。

軌道の検査・軌道の強化

軌道の検査では、左右のレールの高さや間隔など、各部分の寸法が規程で定めている数値に対して異状がないかを1mm単位で
確認します。また、レールやまくらぎ等の全ての軌道材料に問題がないかも、細かくチェックします。さらに定期的に線路巡視を
行い、線路内の安全を確認します。軌道を管理する社員は、毎日多くの列車
が走行する軌道を常に良好な状態に保ち、お客様に安全・安心な輸送と快適
な乗り心地をご提供するために、縁の下の力持ちとして日々目を光らせていま
す。また、安全性を向上させるため、分岐器では繊維補強したウレタン樹脂製
の合成まくらぎへ更新を進めており、特にポイント部ではコンクリート製のま
くらぎも導入しています。

信号・通信・電力線路・変電所設備等

01

02

お客様からのご質問にお答えします

線路の中を歩いている作業服の人は何をしているのですか、危なくないのですか？

線路の中では、列車を安全かつ正確に運行するために欠かせないレール、信号や踏切などの設備を点検・整備
等を行います。普段お客さまの目には触れにくいですが、作業員は日々の点検や整備によって不具合を未然に
防ぎ、鉄道の安定した運行を支え、安全・安心を守る大切な役割を担っています。なお、こうした作業は列車と接
触する危険を伴うため、作業時には専任の見張り役を配置するなど、安全対策を徹底したうえで実施しています。
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構造物の検査
2年に一度全ての構造物を点検する通常全般検査、20年に一度の特別全
般検査、その他適宜行う随時検査などがあります。線路を支えている土木
構造物は高架橋、橋梁、盛土、トンネルなど様々ですが、これらの構造物は
常に列車が安全に走行できる状態に保たなければなりません｡したがって、
各種検査を通じて発見した変状･異状については、順次補修工事を行って
います。また、構造物の下を人や自動車が通行する場所などでは、特に落下
物にも注意して検査と対策を行っています。

03

軌道検査やレール保守に使う装置

小型軌道検測装置
分岐器の軌道変位の計測
数値を自動記録すること
で、これまでの手書きメモ
から、パソコンへ手入力す
ることなく、効率化できる
検測装置を導入しています。

レール削正車で削ること
ができない分岐や踏切部
分でのレール削正を行う
もので、軽量であることか
ら、運搬が行いやすくなっ
ています。

小型レール削正機

軌道検測車
軌道のゆがみや凹凸を高い精度で
測定し、異状がないかを監視してい
ます。測定されたデータは軌道の補
修や更新作業に活用しています。

マルチプルタイタンパー
列車の走行安全性を向上させ、走行騒
音や振動を低減するため、道床バラス
ト（まくらぎの下の砕石）をつき固めて、
軌道のゆがみを整備します。

レール削正車
列車の走行安全性と乗り心地向上、
レール寿命を延ばすため、変形した
レール表面の凹凸や傷を削ることで、
レールの状態を最適に保ちます。

さくせい

軌道検査や軌道保守工事に使う車両
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踏切の安全対策、車両の更新・改造、 安定輸送など安全・安心を目指した投資

5 設備投資

過去5年間の安全に関する設備投資
は右表のとおりです。

安全関連設備投資の詳細は、下記の
通りとなっています。

■老朽設備取替 ：
ホーム上屋改修、変電設備更新など

■保安・防災対策 ：
保線・踏切・電力設備更新、ホーム
柵など

■安定輸送対策 ：
電力系新設・建替など

■車両・その他 ：
車両の新造・改造等および工場検
修設備など

安全に関する設備投資
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高架橋やトンネル等の土木構造物の老朽化について
は、構造物の異状により列車をご利用のお客様や通
行の方に影響がないよう、定期的な検査を確実に実
施するとともに、落下物を防止するための対策工事
を進めています。車両の老朽化についても、車両の新
造だけでなく大規模改造工事を順次実施して車両
の若返りを図るとともに、特に重要部位である台車
枠については、工場での重要部検査・全般検査時に
磁粉探傷検査を行い、き裂などの不具合を早期に発
見し、補修を行うなど必要な対応を行っています。
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